
日 ・中両民族の雷神思想の源流(そ の一)

〈
研
究

ノ

ー
ト

〉

日

・
中
両
民
族

の
雷
神
思
想

の
源
流

(
そ

の

一
)

李

均

洋

は
じ

め
に

神
話

は
人
類
文
化
遺
産
中

の
最
古

の
も
の
で
あ
る
が
、
学
問
と
し
て
研

究
さ
れ
る
の
は
近
代
以
来

の
こ
と
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
神
話
学

で
は
進
化
論
派
、
伝
播
派
、
効
能
派
、
歴
史
派
、
心
理
分
析
派
、
形
式
主

義

(分
類
学
派
と
も
称
さ
れ

る
)
、
構
造
主
義
、
象
徴
派
等
な
ど
が
相
次

い
で
出
現
し
た
。
こ
れ
ら
の
流
派
は
欧
米
の
神
話
学
者

の
研
究
軌
跡
を
現

し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
欧

米
以
外

の
学
者
は
各
自

の
学
問
長
所
を
生
か

し
て
、
自
国
及
び
世
界
神
話

に
独
創
的
な
研
究
業
績
を
挙
げ
だ
し
た
。

本
稿
は
中
国
と
日
本

の
雷
神
思
想

の
源
流
に
つ
い
て
比
較
研
究
を
行
い
、

大
方
の
教
示
を
乞
お
う
と
す

る
も

の
で
あ
る
。

一
、
因
果
観

の
雷
神

信
仰
起
源

『日
本
永
代
蔵
』
巻
四
の

「
茶

の
十
徳
も

一
度

に
」
は
次

の
よ
う
な
因
果

物
語
を
述

べ
て
い
る
。

越
前

の
国
敦
賀
の
港

の
町
は
ず
れ

に
、
小
橋
利
助
と
言
わ
れ
る
利

口
な

人
物
が

い
た
。
こ
の
人
は
人
よ
り
早
く
朝
市

の
立

っ
た
町
に
出

て
、
「恵

比
寿
の
朝
茶
」
を
売
り
出
し
た
。
日
毎

に
儲
か
り
、
ほ
ど
な
く
元
手
を
こ

し
ら
え
て
葉
茶
店
を
手
広
く
始
め
、
そ
の
後
は
大
勢

の
手
代
を
抱
え
て
大

問
屋
と
な

っ
た
。

そ
の
の
ち
人
の
道
を
は
ず
れ
た
悪
心
が
お
こ
り
、
越
中

・
越
後

に
手
代

を

つ
か
わ
し
、
ど
う
せ
捨
て
ら
れ
る
茶
の
煮
殻
を
買
い
集
め
、
そ
れ
を
京

の
染
物

に
使
う
の
だ
と
称
し
た
が
、
実

は
飲
茶

に
こ
れ
を
混
ぜ

て
人
知
れ

ず
こ
れ
を
商

っ
た
の
で
、

一
度
は
利
益
を
得
て
家
も
繁
盛
し
た
。
し
か
し

天
が
こ
れ
を
と
が
め
給
う
た
の
か
、

こ
の
利
助
は
に
わ
か
に
狂
人
と
な

っ

て
、
自
分
か
ら
わ
が
身

の
悪
事
を
国
中
に
触
れ
回
り
、
そ
の
た
め
、
人

の

つ
き
あ
い
も
絶
え
、
医
者
を
呼
ん
で
も
来
る
人
が
な
く
、
お
の
ず
と
身
体

も
し
だ
い
に
弱

っ
て
、
湯
水
も
喉
を
通
ら
な
く
な
り
、
最
後

に
金
銀
に
し

が
み
つ
い
て
死
ん
だ
。
そ

の
死
骸
を
乗
物

に
押
し
込
み
、
火
葬
場
に
送

っ

て
行
く
と
、
頃
は
春
の
の
ど
か
な
日
だ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
忽
ち
黒
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雲
が
ま
き
お
こ
り
、
車
軸
を
流
す
よ
う
な
豪
雨
が
平
地

に
川
を
流
し
、
風

は
枯
木
の
枝
を
吹
き
折
り
、
雷
火
が
ひ
ら
め
き
落
ち
て
利
助
の
死
骸
を
煙

に
す
る
前
に
奪

っ
て
行

っ
た

の
か
、
か
ら
の
乗
物

の
み
が
残

っ
て
い
た
。

ま
の
あ
た
り
に
こ
の
火
宅

の
苦

し
み
を
見
て
、
人
々
は
逃
げ
帰
り
、
皆
殊

勝
な
仏
心
を
起

こ
し
た
の
だ

っ
た
。

こ
れ
と
よ
く
似
て
い
る
中
国

の
因
果
物
語
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

一
例
を

あ
げ
て
み
よ
う
。

『鉄
囲
山
叢
談
』
巻
四
中

の

「謝
秀
才
は
い
つ
も
小
量
軽
権
で
人
に
貸
し

与
え
、
必
ず
大
器
巨
秤

で
償
還
を
命
令
し
た
の
で
、
雷
に
打
た
れ
て
死
ん

だ
」
が
最
も
よ
く
似
て
い
る
。

明
末
馮
夢
龍

(
一
五
七
四
～

一
六
四
六
)
が
編
纂
し
た

「
三
言
」
(『喩

世
明
言
』、
『警
世

通
言
』
と

『醒
世
恒
言
』)
及
び
同
時
代

の
凌
蒙
初

(
一
五
八
○
～

一
六
四
四
)
が

編
纂
し
た

「
二
拍
」
(『初
刻
拍
案
驚
奇
』

と

『
二
刻
拍
案
驚
奇
』
)
に
も

こ
の
因
果
応
報

の
倫
理
思
想
は
随
所

に
見

え
る
。
こ
の
う
ち

の

『初
刻
拍
案
驚
奇
』
第
三
五
話
中
の
言
葉

に
よ
る
と
、

「
人
の
世

の
財
貨

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
み
な
定
め
と
い
う
も

の
が
あ

る
。
も

し
も
あ
な
た
の
物
で
な
け
れ
ば
、
た
と
え
無
理

に
だ
ま
し
て
手
に
入
れ
て

も
、
結
局
は
間
違

い
な
く
元

の
人
に
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
故
、
昔
か

ら
因
果
応
報
の
話
は

一
つ
や
二
つ
で
は
な

い
。

こ
れ
を
全
部
話
し
切
れ
る

も

の
で
は
な
い
が
、
ま
ず
次

の
奇
談
を
取
り
出
し
て

『
ま
く
ら
』
と
致
そ

う
」
と
あ
る
。

日

・
中
近
世
文
学
に
お

い
て
は
善
悪
因
果
応
報

の
倫
理
観

は

「雷
」

(雷
神
)
が
善
悪
を
司
る
こ
と
を
媒
介
と
し
て
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
い
う
雷
神
思
想

は
仏
教
説
話

(例
え
ば
、
中
国

の
地
獄
説
話

「善

悪

の
秤
」、
日
本

の
八
二
二
年
ご
ろ
成
立
し
た

『日
本
霊
異
記
』
中

の
因

果
応
報
説
話
)
と
係
わ
り
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
源
流
は
神
話

に
あ
る
。

中
国
の
雷
神
と
言
え
ば
、
ま
ず
は
必
ず
楚
国
の
大
詩
人
屈
原

(前
三
四

三
～
前
二
七
七
)

の

『楚
辞

・
遠
遊
』
を
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
必

要
な
部
分
を
抜
き
書
き
し
て
み
る
。

召
二豊

隆

一使
二
先

導

一兮

豊
隆

の
神
を
召
し
て
先
導
さ
せ

ス

風

伯

為
レ余

先

駆

兮

風
伯
の
神
が
わ
が
た
め
に
先
駆
す
れ

ば

メ

ニ

タ

左
二雨

師

一使
二径

待

一兮

雨
の
神

に
は
左
か
ら
径
を
と
ら
せ

ス

ト

右
二雷

公

一以

為
レ衛

雷

の
神
は
右
に
控
え
さ
せ
て
護
衛
と

す
る

「豊
隆
」
に

つ
い
て
、
後
漢

・
王
逸

の
注

に
は
、
「豊
隆
は
雲
師
な
り
」

と
あ
る
。

し
か
し
、
北
魏

の
躑
道
元
の

『水
経
注

・
河
水
』
に
は
違

っ
た
記
載
が

あ
る
。

『穆
天
子
伝
』

に
い
わ
く
、
「天
子
昇
二於
崑
崙
一、
観
二黄
帝
之
宮
ハ
而
封
二

豊
隆
之
葬
。
」
と
。
「豊
隆
」
と
は
、
雷
公
な
り
。

「風
伯
」
即
ち
風
神
で
あ
り
、
「
飛
廉
」
と
も
言
わ
れ
る
。

「雨
師
」
即
ち
雨
神

で
あ
り
、
「湃
翳
」
・
「屏
翳
」
・
「玄
冥
」
な
ど
と
も

呼
ぼ
れ
る
。

『山
海
経

・
大
荒
北
経
』

に
は
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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日 ・中両民族 の雷神 思想の源流(そ の一)

チ

蚩
尤
作
レ兵
伐
二黄
帝
。
黄
帝
乃
令
三
応
龍
攻
二之
冀
野
。
応
龍
畜
レ水
、

蚩
尤
請
二風
伯
雨
師
ハ
縦

二大
風
雨
。

ま
た
、
『山
海
経

・
海
外
東
経
』
は
雨
師

の
形
象

の
描
写
を
次

の
よ
う

に
お
こ
な

っ
て
い
る
。

雨
師

(妾
)
在
二其
北
O
其
為
レ人
黒
、
両
手
各
操
二
一
蛇
ハ
左
耳
有
二

青
蛇
ハ
右
耳
有

二赤
蛇
〇

一
日
、
在
二十
日
北
ハ
為
レ
人
黒
身
人
面
、

各
操
二
一
亀
O

こ
の
描
写
で
注
目
す
べ
き

は

「青
蛇
」
と

「赤
蛇
」
で
あ
る
。
青

は
中

国

の
古
典
に

「陰
」

の
代
名

詞
で
あ
る
が
、
赤
は

「
陽
」
に
属
す
る
。

雷
公

に
つ
い
て
は
、
『山
海

経
』
な
ど
の
古
文
献

の
記
載
が

一
番
詳
細

で
あ
る
。
次

に
要
点
を
挙
げ

て
み
る
。

『海
内
東
経
』
の
記
事
よ
り

雷
沢
中
有
二雷
神
ハ
龍
身
而
人
頭
、
鼓
二其
腹
O
在
二
呉
西
一
(清

・
呉
承

志

『山
海
経
地
理
今
釈
』
卷
六
日
、
「雷
沢
即
ち
震
沢
。

『漢
志
』
は
具
沢

を
会
稽
郡
呉
西
に
位
置

せ
し
め
て
い
る
。
揚
州
藪

は
古
文

に
震
沢
と
為
さ

れ
る
。
震
沢
が
呉
西

に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
証
さ
れ
る
」
今
人
袁
珂
は
、

震
沢
即
ち
現
在

の
太
湖
、
と
解
し
て
い
る
)

『大
荒
東
経
』

の
記
事
よ
り

東
海
中
有
二流
波
山
O
入
レ
海
七
千
里
。
其
上
有
レ獣
。
状
如
レ牛
、
蒼
身

而
無
レ角
、

一
足
。
出
コ入
水

一則
必
風
雨
。
其
光
如
二
日
月
ハ
其
声
如
レ雷
。

其
名
日
レ菱
。
黄
帝
得
レ之
、

以
二其
皮

一為
レ鼓
、
蕨
以
二雷
獣
之
骨
一
(東

晋
郭
璞
の
注

に
は
、
「雷
獣
即

ち
雷
神
な
り
」
と
い
う
)
、
声
聞
二五
百
里
ハ

以
威
二
天
下
O

こ
の

「状
は
牛
の
如
く
」
、
「水
に
出
入
す
れ
ば
則
ち
必
ず
風
雨
あ
り
」

と
い
う
憂

は
、
雷
神
と
何

の
関
係
が
あ

る
の
か
。
『淮
南
子

・
覧
冥
訓
』

の
文
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

往
古
之
時
、
四
極
廃
、
九
州
裂
、
天
不
二兼
覆
ハ
地
不
二周
載
ハ
火
濫

炎
而
不
レ滅
、
水
浩
洋
而
不
レ息
、
猛
獣
食
二顳
民
ハ
鷙
鳥
攫
二
老
弱
O

於
レ是
女
娟
錬
二五
色

石
ハ
以
補
二蒼

天
ハ
断
二鼇
足
ハ
以
立
二四
極
ハ

殺
二黒
龍
ハ
以
済
二
冀
州
ハ
積
二芦
灰
ハ
以
止
二淫
水
。
蒼
天
補
、
四
極

正
、
淫
水
涸
、
冀
州
平
、
鮫
虫
死
、
顎
民
生
。

殺
さ
れ
た
黒
龍
と
は
、
即
ち
状
は
牛
の
如
き
夢

で
あ
る
。

龍
身

の
雷
神
、
牛

の
如
き
蒼
身

の
菱
、
殺
さ
れ
た
黒
龍
三
者

は
、
み
な

雷
神

の
神
格
を
持

っ
て
い
て
、
み
な
雷
神
だ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

文
字
か
ら
言
え
ば
、
雷

の
古
文

(秦
代
以
前

に
つ
か
わ
れ
た
書
体

の
文

字
)
は

θ。囎
$9
と
書

か
れ
て
い
る
。
真
ん
中

の
@

は
雲
紋
、
四
偶

の

田

は

『大
荒
東
経
』
に
記
載
さ
れ
た

「其

の
皮
を
も

っ
て
鼓
を
為
り
」
の
鼓

で
あ
る
。
ま
た
・關

と
も
書
か
れ
て
い
る
。

幽
冖
は
雨

で
あ
り
、

oo

即
ち

雷
で
あ
る
。
ま
た

毒

と
も
書

い
た
が
、

短

は
稲
妻

で
あ

る
。
籀
文

(周

の
太
史
籀

の
作

っ
た
書
体
と
さ
れ
て
い
る
。
大
篆
と
も
言
わ
れ

て
い

る
)
の
雷

は
・闘
周

と
書
か
れ
、
即
ち
雲

・
雨

・
稲
妻

・
雷
声
な
ど
合
わ

せ
て
雷
に
な

っ
た
の
を
表
す
。

さ
ら
に
、
後
漢

の
許
慎

は

『説
文
解
字
』

に
雷
を
次

の
よ
う
に
述
べ
た
。

雷
、
陰
陽
薄
動
生
レ物
者
也
、
従
レ雨
、
雷
象
二
回
転
形
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
清
人
段
玉
裁
は
、
「薄
、
音
博
、
迫
也
、
陰
陽
迫
動
、

即
謂
レ靄
也
、
迫
動
、
下
文
所
謂
回
転
也
、
回
コ
生
万
物
一者
也
、
二
月
陽
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盛
、
雷
発
レ声
、
故
以
レ田
跚
象

二其
回
転
之
形
ハ
非
二
三
田
一也
。
」
と
注

し

た
。な

る
ほ
ど
、
前
掲

の

『海
外
東
経
』
が
描
写
し
た

「雨
師

(中
略
)
左

耳
有
二青

蛇
ハ
右

耳
有
二赤

蛇

一」
の

「青
蛇
」
と

「赤
蛇
」
は
、
『淮
南

子

・
天
文
訓
』
が
言
う

「陰
陽
相
薄
、
感
而
為
レ雷
」
の
陰
陽
な

の
で
あ

る
。こ

こ
で
屈
原

の

『遠
遊
』

に
戻

ろ
う
。
屈
原

に
描
写

さ

れ
た

「豊

隆
」
・
「風
伯
」
・
「雨
師
」
・
「雷
公
」
は
、
も
と
も
と

一
つ
の
神

で
あ
り
、

即
ち
雷
神
で
あ
る
。
後
世

に
言

わ
れ
る
い
わ
ゆ
る
三
十
六
雷
部

・
風
伯

・

雨
師

・
電
母
な
ど
は
、
み
な
雷
神
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
。

で
は
、
も
と
も
と

「雷
沢
」
水
域
に
居
た

「黒
龍
」
は
、
何
時
か
ら
天

空
を
飛
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
の
か
。

二
、
雷
神
思
想
の
源
流

ま
ず
は
人
々
に
愛
読
さ
れ

る
屈
原

の

『九
歌

・
雲
中
君
』
か
ら
始
ま
る
。

「九
歌
」
と
は
、
本
来
は
中
国
南
方

の
古
代
歌
謡
を
い
い
、
屈
原

の

『九

歌
』
は
楚
国
地
方
の
民
間
祭
神

の
巫
歌
を
材
料
と
し
て
創
作
し
た
も
の
で

あ
る
。
恫
族
出
身

の
伝
承
説
話

学
者
林
河
氏
の
現
地
調
査
研
究
に
よ
る
と
、

本
来
の

『九
歌
』
は
絶
世

の
美
女
で
あ
る
女
巫
が
男
神

に
諂
う
た
め
の
祭

神
詞
で
、
そ
の
基
本
形
式

は
女
巫
と
男
神
と
の
情
歌
唱
和

で
あ

る
。
「九

歌
」
の

一
つ
で
あ
る

『雲
中
君
』
は
雷
神
を
祭
る
際

の
女
巫
と
雷
神
と
の

唱
和
で
あ
る
。
ま
ず
女
巫
が
登
場
す
る
。

浴
二蘭

湯

一兮

木
レ芳

蘭
湯
に
浴
し
香
ぐ
わ
し
き
水
に
髪
あ
ら

い

華

采

衣

兮

若
レ英

色
も
あ
や
な
る
衣

は
花
び
ら

の
ご
と
く

(巫

の
装
束
)

霊

連

蜷

兮

既

留

雲
神

は
う
ね
り

つ
つ
来
て
留
ま
り

爛

昭

昭

兮

未
レ央

き
ら
ら
か
に
輝
き
て
や
ま
ず

次

に
雲
中
君
が
稲
妻
と
雷
鳴
を
伴

っ
て
、
雲
に
乗

っ
て
登
場
す
る
が
、

彼
は
絶
世

の
美
女

の
女
巫

の
色
香
に
あ
ま
り
感
動
せ
ず
、
威
風
堂
々
と
歌

う
。

蹇

将
レ憺
二兮

寿

宮

一

あ
あ
わ
が
祭
り
の
庭

に
安
ん
じ
て

与
二
日

月
一兮

斉
レ光

日
月
と
共
に
輝
き
た
も
う

龍

駕

兮

帝

服

龍

の
車

に
の
り
天
帝

の
衣
着
て

聊

翔

遊

兮

周

章

し
ば
し
あ
ま
か
け
り
め
ぐ
り
た
も
う

雲
中
君
が
登
場
し
た
と
き
、
女
巫
は
自
分

の
容
色

で
彼
を
感
動
さ
せ
ら

れ
る
、
と
自
信
満
々
だ

っ
た
が
、
思
い
が
け
ず

に
雲
中
君
は
降
臨
す
る
こ

と
を
途
中

で
や
め
、
稲
妻
の
光
り
に
従

っ
て
雲

の
中
に
戻

っ
て
し
ま
う
。

女
巫
は
し
か
た
が
な
く
、
世
人
に
歌

っ
て
説
明
す
る
。

霊

皇

皇

兮

既

降

神
は
煌
々
と
し
て
降
れ
り
が

奈

遠

挙
二
兮

雲

中

一

ま
た
た
ち
ま
ち
雲
中
と
お
く
飛
び
去

れ

り

雲
中
君
は
傲
慢
そ
の
も
の
で
、
自
分
の
龍
車
と
帝
服
を
自
慢
し
、
誇
示

す
る
だ
け
で
あ
る
。

覧
二冀

州
】兮

有
レ余

冀
州
の
外
ま
で
見
渡
し
て
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横
二
四

海

一兮

焉

窮

四
海

の
は
て
ま
で
飛
翔
す
る
か

こ
の
無
情
な
男

に
対
し
て
、

女
巫
は
愛
情
を
持

っ
て
憂
鬱
な
思

い
を
歌

う
。

思
二夫

君

一兮

太

息

か
の
君
を
思
う
て
嘆
き

の
息
を
吐
き

極
二労

心

一兮

齷

憐

心
を
な
や
ま
し
胸
を
い
た
め
り

「龍
駕
兮
帝
服
」

の
句
は
雷
神

の
龍
と

の
関
係
と
雷
神

の
神
格

の
高
さ
を

明
示
す
る
。
長
沙
馬
王
堆
西
漢

墓
か
ら
出
土
さ
れ
た

「符
禁
」
畠
画
,
(前

二
世
紀
)
も
こ
の
点
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
そ
の
帛
画

で
は
、
雷
神

は

天
帝
東
皇
太

一
の
左
下
側
に
居

り
、
天
帝

に
次
ぐ
高

い
神
格
が
示
さ
れ
て

い
る
。

正
史
を
見
る
と
、
中
国

の
最
古

の
通
史

で
あ
る
司
馬
遷

の

『史
記
』

は
、

黄
帝
を
有
史
以
来

の
初
代
皇
帝

と
し
、
以
下
、
顳
項

・
帝
畧

・
尭

・
舜
と

列

べ
て
い
る
。
「五
帝
本
紀
」

に
は

「黄
帝
者
、
少
曲
ハ之
子
、
姓
公
孫
、

名
日
二軒
轅

一
(後
略
)
」
と
書

か
れ
て
い
る
。

黄
帝

の
名
号

の
由
来

に
つ
い
て
、
『太
平
御
覧
』
巻
七
九
は

『帝
王
本

紀
』
を
引

い
て
曰
く
、

黄
帝
、
有
熊
氏
少
典
之
子
、
姫
姓
也

(中
略
)
受
二国
於
有
熊
ハ
居
二軒

轅
之
丘
ハ
故
因
以
為
レ名
、
又
以
為
レ号
。

ま
た
、
『太
平
御
覧
』
巻
七
九
は

『河
図
握
巨
』
を
も
引

い
て
い
う
。

黄
帝
名
軒

(中
略
)
母
地
祗
之
女
附
宝
。

黄
帝

の
母
附
宝
が
黄
帝

を
生

ん
だ

こ
と
に
つ
い
て
、
『玉
函
山
房
輯
逸

書
』
は

『河
図
稽
命
徴
』
を
輯

し
て
い
う
。

附
宝
見
下大
電
光
繞
二北
斗
権
星
ハ
照
劇
耀
郊
野
、
感
而
二
十
五
月
、

而
生
二黄
帝
軒
轅
於
青
丘
。

こ
れ
ら

の
記
載
に
よ

っ
て
黄
帝

の
神
格
が
雷
電
と
関
係
が
あ
る
の
が
わ

か
る
。

「軒
轅
之
丘
」
に

つ
い
て
は
、
『山
海
経

・
西
山
経
』

に
次

の
よ
う

に
述

べ
て
あ
る
。

玉
山

(西
王
母

の
居
る
山
)
…
又
西
四
百
八
十
里
、
日
二軒
轅
之
丘

一

(郭
璞
注

「黄
帝
居
二此
丘
ハ
娶
二西
陵
氏
女
O
因
号
二軒
轅
丘
一」
)
…

が
、
『海
外
西
経
』
に
は
こ
れ
と
異
な
る
記
載
が
あ
る
。

軒
轅
之
国
、
在
二此
窮
山
之
際
一
(郭
璞
注

「其
国
在
二山
南
辺

一也
。

大
荒
経
日
、
眠
山
之
南
」
)
其
不
寿
者
八
百
歳
。
在
二女
子
国
北
。
人

面
蛇
身
、
尾
交
二首
上
。
窮
山
在
二其
北
O
不
二敢
西
射
O
畏
二軒
轅
之

丘

一(言
下敬
ゴ
畏
黄
帝
威
霊
《
故
不
中
敢
向
レ西
而
射
上
也
)。
在
二軒
轅

国
北
。
其
丘
方
、
四
蛇
相
繞
。

中
国

の
神
話
学
者
瀟
兵
氏
は
比
較
神
話
学

の
角
度

か
ら
、
「
こ

の
丘

(軒
轅
丘
)
は

一
つ
の
禁
地
で
あ
る
が
、
人
々
が

『敢

て
西
射
』
し
な

い

か
ら
で
あ

る
。
四
蛇
が
生
命
樹
を
守

る
四
面
神

の
よ
う
な
ケ
ル
ピ
ム
と
同

じ
で
あ
る
。」
と
指
摘
し
て
い
る

(『中
国
文
化
之
精
英
-
太
陽
英
雄
神
話
比

較
研
究
1
』、
上
海
文
芸
出
版
社
、

一
九
八
九
年
、
五
六
八
頁
)。

筆
者
は
こ
の
蛇
が
黄
帝
神
話

の
元
型
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
す
な
わ

ち
黄
帝
は

『海
内
東
経
』
に
記
載
さ
れ
る

「龍
身
而
人
頭
」
と
い
う
雷
神

と
関
わ
り
が
あ
る
と
思
う
。
次

の
記
載
を
見

て
み
よ
う
。

軒
轅
、
主
二雷
雨
一之
神

(『離
騒
』
北
宋
洪
興
祖
補
引

『春
秋
合
誠

図
』
)
。
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昔
者
黄
帝
氏
以
レ雲
紀
、
故
為
二雲
師

一而
雲
名

(『左
伝
』
昭
公
十
七

年
)。

黄
帝
以
二雷
精
一起

(『河
図
帝
紀
通
』)
。

軒
轅
十
七
星
在
二七
星
北
ハ
如
二龍
之
体
ハ
主
二雷
雨
一之
神

(『大
象

列
星
図
』
)。

軒
轅
、
黄
龍
体

(『史
記

・
天
官
書
』)
。

陰
陽
交
感
、
震
為
レ雷
、
激
為
レ電
、
和
為
レ雨
、
怒
為
レ風
、
乱
為
レ

霧
、
凝
為
レ霜
、
散

為
レ露

、
聚
為
レ雲
、
気

立

為
二虹

・蜆

ハ
離

為
二

背
・裔
ハ
分
為
二抱
・珥
ハ
此
十
四
変
皆
軒
轅
主
レ
之

(
『太
平
御
覧
』

巻
六
引

『天
文
録
』
)
。

こ
れ
ら
の
記
載
に
よ
る
と
、
軒
轅
は
風

・
雨

・
雷

・
電
を
司
る
雷
神
で

あ
る
が
、
天
に
お
け
る
星
座

は

「黄
龍
体
」
で
あ
る
。

中
国

の
龍
信
仰
は
何
時

か
ら
始
ま

っ
た
の
か
。

い
ま
だ
に
ま
だ

一
つ
の

謎
で
あ
る
が
、

一
九
九
四
年
四
月
三
日
の
新
華
社
電
訊
は
、
揚
子
江
沿
岸

の
湖
北
省
黄
海
県
か
ら
、
六
千
年
前

の
全
長
四

・
五
メ
ー
ト
ル
に
も
達
す

る
龍
の
石
像
が
発
見
さ
れ
た
と
伝
え
て
い
る
。

つ
ま
り
中
国

の
龍
信
仰
は

少
な
く
と
も
六
千
年
以
上

の
歴
史
を
も
つ
。

地
理
学
者
安
田
喜
憲
氏
は
、

「
八
五
〇
〇
～
八
千
年
前

に
現
在
と
類
似

し
た
気
候

・
植
生
環
境
が
確
立

し
た
こ
と
を
示
す
花
粉
分
析

の
結
果

は
、

地
中
海
沿
岸

(uu
O9
①
ヨ
鋤
鋤ロ
位
妻
o
一臼
ヨ
ひq

H⑩
。。①
)、
中
央

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

(H(二
ωけΦ同
】-㊤
OQ①
)、
北
欧

(自
賓
く
贄
ヨ
Φロ
一
零
ρ
。。
刈
)
な
ど

ユ
ー
ラ
シ
ア
大

陸

の
各
地
で
広
く
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
日
本
列
島
で
も
、

こ
の

八
五
〇
〇
～
八
千
年
前
を
境
と

し
て
、
ブ

ナ
属
が
北
緯
四
〇
度
以
北

の
本

州
に
も
拡
大
し
、
温
帯

の
落
葉
広
葉
樹
林
の
生
育

に
適

し
た
海
洋
性
気
候

が
確
立
し
た
時
代
に
相
当
し
て
い
た
」
と
指
摘
し
て
い
る

(『気
候
と
文
明

の
盛
衰
』、
朝
倉
書
店
、

一
九
九
〇
年
、
三
一
四
頁
)。

考
古
発
現
に
よ
る
と
、
中
国
の
植
生
環
境
の
下
限
が
わ
か
る
。
七
千
年

前
ぐ
ら
い
の
浙
江
省
に
お
け
る
河
姆
渡
新
石
器
時
代

の
遺
跡
か
ら
、
米

・

籾

・
稲
葉

・
稲
茎
が
多
量
出
土
し
た
。
河
姆
渡
遺
跡

の
北
方
、
太
湖
周
辺

の
羅
家
角
遺
跡

(浙
江
省
桐
郷
県
)
は
、
河
姆
渡
文
化

に
近
い
年
代

の
も

の
で
、
同
様

の
遺
物
を
出
土
し
て
い
る
。
米
は
五

・
二
七
%
が
粳
稲

(短

粒
米
)、
六
四

・
七
四
%
が
粕
稲

(長
粒
米
)
で
あ
る

(辛
士
誠
の
報
告
、

『百
越
民
族
史
第
五
届
学
術
討
論
会
論
文
』、
同
名
論
文
集
を
参
照
し
た
)。

中
国
の
龍
信
仰
は
海
洋
性
気
候
と
そ
の
下
で
の
農
作
文
明
の
発
展
と
密

接
な
関
わ
り
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『説
文
解
字
』
十

一
に
は
、
「龍
、
鱗
虫
之
長
、
能
幽
能
明
、
能
細
能
巨
、

能
短
能
長
、
春
分
而
登
レ天
、
秋
分
而
潜
レ淵
。
」
と
あ

る
。
衆
知

の
よ
う

に
、
龍

は
古
代

の
人
々
の
想
像

か
ら
出
た
神
聖
動
物
で
あ
り
、
「能
幽
能

明
、
能
細
能
巨
、
能
短
能
長
」
と
形
容
さ
れ
る
。
こ
れ
は
想
像

の
特
徴
を

表
す
が
、
「春
分
而
登
レ天
、
秋
分
而
潜
レ淵
」
と
さ
れ
る
動
き
は
、
何
ら

か
の
自
然
現
象
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次

に
唐
代

の
類
書

『芸
文
類
聚
』
巻

二
に
引
か
れ
て
い
る

『華
陽
国

志
』

の
記
載
を
読
ん
で
み
よ
う
。

雷
於
二
天
地

一為
二長
子
ハ
以
レ其
万
物
為
二出
入
一也
。
雷
二
月
出
レ地
、

ヅ
レ
バ

チ

ヅ

レ
バ

百
八
十
日
、
雷
出

則
万
物
出
。
八
月
入
レ地
、
百
八
十
日
、
雷
入

チ

ル

則
万
物
入
。
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龍

の

「春
分
而
登
レ天
、
秋

分
而
潜
レ淵
」
と
い
う
動
き
は
、
雷
の

「
二

月
出
レ地
、
八
月
入
レ地
」
と
対
応
す
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
雷
を

示
す
古
文

の
文
字

「
。・啝
o・
」

字
の
真
ん
中

の
雲
紋

「
回

」
は
、
清
人
段

玉
裁
が

「回
コ
生
万
物

一者
也
」
と
注
釈
し
た
よ
う
に
生
万
物
を
回
す
者
と

し
て
の
雷
そ
の
も

の
を
示
す
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

大
和
岩
雄
氏
は

『
エ
ジ
プ

ト

・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

・
中
国
の
渦
巻
文
』

に

つ
い
て
、

つ
ぎ

の
よ
う
に
論
述
し
て
い
る
。

中
国
の
場
合
は
ほ
と
ん
ど

渦
巻
文

(中
国
で
は

「渦
文
」
と
書
く
)
な

の
に
、
周

の
青
銅
器
で
は
雷

文
に
な

っ
て
い
る
。
彩
陶
土
器
と
青
銅
器
の

施
文
で
は
、
技
術
上
に
大
き
な
ち
が

い
が
あ
る
。
青
銅
器
の
ほ
う
が
む
ず

か
し
い
。
そ
の
む
ず
か
し
い
青
銅
器
で
は
渦
巻
文
が
雷
文
に
な

っ
て
い
る

の
は
、
ケ
レ
ー
ニ
イ
が
晩
年

の
見
解
と
し
て
述
べ
て
い
る
技
術
上
の
易
し

さ
に
よ

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

(中
略
)
し
た
が

っ
て
、
中
国
の
渦
巻

文

・
雷
文
は
同
じ
表
現
意
図

に
よ

っ
て
お
り
、
「気
」

の
表
現
と
い

っ
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。
『世
界
美
術
辞
典
』

(新
潮
社
、

一
九
八
五
年
)
も
、
中

国

の

「雷
文

は
空
中

の
気
な

い
し
は
生
命
力

の
象
徴
と
す
る
解
釈
が
あ

る
」
と
書
い
て
い
る
。
気
は
天
地

に
充
満
し
て
い
る
が
、
戦
国

(紀
元
前

四
五

一
～
前
二
二

一
)
末
期

の

『呂
氏
春
秋
』

に
は
、
早
春
に
つ
い
て
、

是
月
也
。
天
気
下
降
。
地
気
上
騰
。
天
地
和
同
。
草
木
繁
動
。
(孟

春
紀
)

と
あ
る
。
「気
と
は
人
を
含
め

て
生
き
と
し
生
け
る
も

の
の
生
命
現
象
」

だ
か
ら
、
生
気

は
早
春
に
発
動
し
、
そ
の
発
動
は
天
と
地
が
動
く
こ
と
か

ら
は
じ
ま
る
。
渦
巻

の
中
心
が
二
方
向

に
分
か
れ
た
表
現
は
、
天
気
と
地

気

(も
し
く
は
水
気
)
を
あ
ら
わ
し
て
お
り
、
そ
れ
が

ふ
た

つ
巴

の
陽

(天
)
と
陰

(地

・
水
)
に
な

っ
た

の
で
あ
る
。

(中
略
)
『淮
南
子

・
原

道
訓
』
は
、
気
を
定
義
し
て
、
「気
者
生
之
充
也
」

(気
と
は
生
を
之
れ
充

た
す
も
の
な
り
)
と
い
い
、
生
命
の
充
溢
が
気
だ
と
書
く
。
気

の
表
象
が

渦
巻
文
な

の
だ

か
ら
、
中
国

の
渦
巻
文
も
、
他

の
国
と
同
じ

に
、
生
命

力

・
生
成
力

・
再
生
力

の
図
像
表
現
が
渦
巻
文
で
あ
る

(『東
ア
ジ
ア
の
古

代
文
化
』

一
九
九
五
年
春

・
八
三
号
、
大
和
書
房
、

一
七
六
～

一
八
一
頁
)
。

『淮
南
子

・
原
道
訓
』
が
述

べ
た

「気
と
は
生

を
之
れ
充

た
す
も

の
な

り
」
と
い
う

「気
」
は
、
非
常
に
幅
広
く
、
ま
た
奥
深
い
古
代
哲
学
の

一

つ
範
疇
で
あ
り
、
宇
宙
万
物
に
お
け
る
有
形

(天
地
日
月
山
水
草
木
)
と

無
形

(心
理
活
動
や
道
徳
修
養
な
ど
)
の
全
て
の
事
物
を
包
括
し
て
い
る
。

こ
の
点
か
ら
言
え
ば
、
大
和
氏

の

「気
」
に
つ
い
て
の
補
充
説
明
は
十
分

と
言
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
確
か
に
氏

の
指
摘

し
た
よ
う
に
、
「気
」
は

生
命
力

・
生
成
力

・
再
生
力

の
内
容
を
含
ん
で
い
る
。

こ
の

「気
」
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
。
清
人
段
玉
裁
が
注
釈
し
て
い
る

よ
う
に

「陰
陽
迫
動
」
か
ら
来

た
の
で
あ
る
。
「迫
動
」
即
ち

「
回
」
で

あ
る
。

こ
れ
は
雷

に
対
す
る
宇
宙
論
的
な
思
考

で
あ
る
が
、

こ
の
思
考
は
龍
と

い
う
観
念
的
、
想
像
的
な
神
聖
動
物
と
と
も
に
発
生
し
た
と
考
・兄
ら
れ
る
。

雷
は
実
在
す
る
自
然
現
象

で
あ
り
、
声
も
形

(電
光
)
も
あ
る
。
そ
し

て
い
つ
も
風

・
雨

・
雲
と
と
も
に
出
現
す
る
。
し
か
し
、
古
代
人
が
雷
を

神
と
し
て
崇
拝
す
る
と
き
、
そ

の
音
、
そ

の
形
及
び
雷
が
生
む
風

・
雨

・

雲
の
す
べ
て
が
、
神
聖
な
も
の
と
思

っ
た
の
で
あ

る
。
人
間
社
会
の
男
女
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が
結
合
し
て
子
供
を
生
む
よ
う

に
、
天
と
地
が
結
合
し
て
雷
を
生
む

の
で

あ
る

(「雷
於
二天
地

【為
二長
子
O
」
『太
平
御
覧
』
巻
十
三
引
古
本

『書

・

洪
範
五
行
伝
』)
。
『易
経
』
に
よ
る
と
、
古
代

に
よ
く
流
行

し
て
い
た
巫

ト
の
語
で
言
え
ぼ
、
天
は
乾
、
地
は
坤
。
「卦
」
の
記
号

で
は
天
を

コ
=
」、

地
を

「
囂
」
と
書
い
て
、
至
陽

(最
も
純
粋
な
陽
)
と
至
陰

(最
も
純
粋

な
陰
)
を
表
す
も

の
と
す
る
。
雷
は
震
、
「卦
」

の
記
号

で
は

「
=こ

と

書
く
。
天
と
地

の
長
子
で
あ
り
、
天

に
も
属
し
、
地

に
も
属
す
も
の
と
す

る
。旦

ハ体
的

に
い
う
、
「往
古
之

時
」
、
雷
神

は

「雷
沢
」
に
い
て
、
「水

に

出
入
す
れ
ば
則
ち
必
ず
風
雨

あ
り
」
、
「水

は
浩
洋
と
し
て
息
ま
ず
」
と
い

う
有
様
だ

っ
た
か
ら
、
こ
の
と
き
殺
さ
れ
た

(こ
れ
は
お
よ
そ
神
話
中

の

大
洪
水
期
で
あ
ろ
う
)
。

し
か
し
、
農
耕
文
明
に
入

っ
た
後
、
雷
神
信
仰
は
ま
た
復
活
し
た
だ
け

で
は
な
く
、
「黒
龍
」

の
悪
神
的
性
格

か
ら
、
「天
地
之
長
子
」
と

い
う
天

と
地

に
属
す

る
尊
神

に
転
身

す

る
よ
う

に
な

っ
た
。
即

ち
天

に
居

て

「乾
」
、
地
に
居
て

「坤
」

の
性
格
を
持

っ
て
い
る
。

『礼
記

・
月
令
』
疏
引

『春
秋
説
』
は
い
う
、
「
下
為
二地
皇

一
(中
略
)

日
二神
曲辰
。
」
と
。

神
農
は

『水
経
注
』
巻

一
八

「
渭
水
」
に
引
か
れ
た

『帝
王
本
紀
』

に

お
け
る
炎
帝
神
農
氏

で
あ
る
。

即
ち
、
「
炎
帝
神
農
氏
、
姜
姓
。
母
女
登
コ

遊
華
陽
ハ
感
レ神
而
生
二炎
帝
ハ
長
二於
姜
水
。」

そ
れ
に
対
し
て
、
『太
平
御
覧
』
巻
五
三
二
に
は

『礼
記
外
伝
』
を
引

い
て
、
「稷
者
、
百
穀
之
神
也

」
と
あ
る
。

後
稷
に

つ
い
て
、
『山
海
経

・
海
内
経
』
に

「帝
俊
生
二後
稷

一」
と
あ

る
が
、
『世
本
』
に
は

「姜
原
、
是
生
二後
稷

一」
と
あ
る
。

中
国
古
代
で
は
各
部
族
ご
と
に
信
仰
す
る
農
神
が
あ

っ
た
か
も
し
れ
な

い
が
、
前
掲

の
神
農

・
後
稷
と
黄
帝
は

一
つ
の
神
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

論
拠
は
三

つ
あ
る
。

第

一
は
、
文
字
学
か
ら
言
う
と
、
黄
帝

の

「姫
」
姓
と
炎
帝

・
後
稷

の

「
姜
」
姓
は

一
音
相
通
で
、
発
音
が
近

い
。
そ
し
て
第
二
に
、
『淮
南
子

・

時
則
訓
』
高
誘
注

に
は
、
「赤
帝
、
炎
帝
、
少
典
之
子
、
号
為
二神
農
ハ
南

方
火
徳
之
帝
也
」
と
あ
る
。
「火
徳
之
帝
」
、
即
ち
黄
帝
と
炎
帝

の
出
生
は

み
な
電
光
と
関
わ
り
が
あ
る

(「華
陽
」
も

「炎
」
も
、
み
な
電
光

の
光

り
で
あ
る
)。

第
三

に
、
黄
帝
と
炎
帝

は
み
な

「
沢
」
と

「龍
」

に
関
わ

っ
て
い
る
。

『西
山
経
』
は
い
う
。

(前
略
)
西
望
二大
沢
ハ
後
稷
所
レ潜
也
。

ま
た
、
『国
語

・
周
語
下
』
は
い
う
。

辰
馬
、
農
祥
也

(中
略
)
後
稷
之
所
二経
緯

一也
。

辰
馬
と
は
、
房

・
心

・
尾
の
星
座
名
で
あ
る

(文
末

の
図
1
を
参
照
の

ス
ク

こ
と
)。
こ
の
星
座

に
は

「犁
頭
星
」
(犁
即
ち
耕
地
す
る
道
旦
ハ)
と
い
う

俗
称
が
あ
る
。
『太
平
御
覧
』
巻
八
八

一
引

『龍
魚
河
図
』
は
い
う
。

天
辰
星
主
レ気
司
レ災
、
其
精
下
為
二先
農
之
神
。

旦
ハ体
的
に
、
軒
轅
黄
帝
は

「黄
龍
体
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
林

巳
奈
夫
氏
に
次

の
詳
論
が
あ
る
。

(房

・
心

・
尾

の
並
び
方

は
)
前
二
千
年
紀

の
晩
期
、
殷
時
代

の
龍
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日 ・中両民族の雷神思想 の源流(そ の一)

の
図
像
は
図

一
三

(文
末

の
図
2
を
参
照

の
こ
と
)
の
房
、
心
、
尾

の
星

の
並
び
方
と
あ

っ
て
い
る
。
そ
の
後
年
代
が
経
ち
、
星
の
並
び

方
と
星
座
名

の
動
物

の
形

と
の
対
応
が
は

っ
き
り
し
な
く
な

っ
て
き

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(中
略
)
六
朝

の
晋

の
歴
史
を
書

い
た

『晋

書
』

の
天
文

の
章

に

「軒
轅

の
十
七
星
は
七
星

(星
座
名
)
の
北
に

あ
り
、
黄
帝

の
神

で
黄
龍

の
体
を
も

つ
」
と
あ
る
。
星

の
数
が

一
七

個
と
い
う
。
図

一
四

(文
末
図
3
)
で
龍

の
周
囲
に
配
せ
ら
れ
た
星

の
数
は

一
六
個

で
あ
る
。

一
個
足
り
な
い
が
、
天
文
図
で
は
な

い
か

ら
画
工
が

一
個

か
き
落

と
し
た
、
と
い
う
こ
と
は
で
き
よ
う
。
し
か

し
数
は
そ
れ
で
よ
い
と

し
て
、
星

の
配
置
が
実
際

の
軒
轅

(図

一

五
)
と
ど
う
見
て
も
合

わ
な
い
。
こ
れ
を
東
方
青
龍

の
星
座
を
裏
返

し
た
形
と
み
る
説
も
あ

る
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
星

の
配
置
と
合
わ
な

い
。
こ
の
図

一
四
は
星

を
見
る
と
軒
轅

の
星
座
と
合
わ
な

い
が
、
龍

の
画
像

の
方
を
見
る
と
頭
か
ら
尾
ま
で
の
屈
曲

の
仕
方
が
軒
轅

の
星

の
並
び
方
と
大
体
合
致

し
て
い
る
。
図

一
〇

・
一
二
で
は
星

の
並
び

方
は
天

の
星
座
と
合

い
、
龍

の
画
像

は
そ
れ
と
か
か
わ
り
な
い
形
に

え
が
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
図

一
四
は
龍

の
画
像
と
星
の
並
び

方

の
関
係
が
そ
れ
と
反
対
に
な

っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
う
い
う
方
式
も
あ

っ
た
、
と
解
し
て
は
い
か
が

で
あ
ろ
う
か
。

(『龍
の
話
』
中
公
新
書
、

二
七

・
三

一
頁
図
2
、
3
は
同
書
よ
り
転
載
)

言

い
替
え
れ
ぽ
、
神
農

は
地
神

で
あ
る
が
、
黄
龍
は
黄
帝
と
い
う
天
神

(天
帝
)

の
性
格
を
象
徴
し
て

い
る
。
次

の

『淮
南
子

・
時
則
訓
』
の
記

載
を
読
む
と
、
こ
の
点
が
も

っ
と
は

っ
き
り
す
る
。

ス
ギ

中
央
之
極
、
自
二崑
崙
一束
絶
二両
恒
山
ハ
日
月
之
所
レ道
、
江
漢
之
所
レ

出
、
衆
民
之
野
、
五
穀
之
所
レ宜
、
龍
門
河
済
相
貫
、
以
二息
壌

一堙
二

洪
水
之
州
ハ
東
至
二於
渇
石
O
黄
帝

・
后
土
之
所
レ司
者
、
万
二
千
里
。

こ

の
中

の
后
土

は
、
即

ち

「
地
者

(中
略
)
其

神
日
レ祗
、
亦
日
レ媼

(中
略
)
亦
名
二后
土
一」

(『初
学
記
』
巻
五
引

『物
理
論
』
)
と
さ
れ
、
祗

と
は
、
「地
祗
、
提
ゴ
出
万
物

一者
也
」
(『説
文
』
)
と
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。

『淮
南
子
』

に
は
五
行
思
想
が
貫
か
れ
て
お
り
、

い
ま
も
多
数

の
不
明
点

が
残

っ
て
い
る
も
の
の
、
前
掲
の
記
載

に
つ
い
て
は
割
合
に
分
か
り
や
す

い
。
黄
帝
后
土
の
時
代
と
は
大
洪
水
時
代
後

の
農
耕
文
化
時
代
で
あ
る
。

こ
の
黄
帝
后
土
に
つ
い
て
、
『淮
南

子

・
天
文
訓
』
に

「中
央
土
也
。

其
帝
黄
帝
、
其
佐
后
土

(中
略
)
其
獣
黄
龍
」
と
あ
る
。
こ
の

「土
」
は

五
星

(木

・
火

・
土

・
金

・
水
)
の
土
星
を
指
し
、
「
其
帝
黄
帝
」
は
黄

帝
が
中
央

の
天
帝

で
あ

る
こ
と
を
指
し

て
い
る
。
「其
佐
后
土
」
即
ち

「
黄
帝

の
補
佐
は
后
土
で
あ
る
」。
こ
れ
は
注
釈
者

の
従
来

の
説
で
あ
る
。

こ
の
后
土
に
つ
い
て
、
『左
伝
』
(昭
公
二
十
九
年
)
に
は

「共
工
氏
有
レ

子
日
二句
龍
ハ
為
二
后
土
一」
と
あ
る
が
さ
『国
語

・
魯
語
上
』
に
は

「共
工

氏
之
覇
九
レ有
也
、
其
子
日
二后
土
ハ
能
平
二九
土
ハ
故
祀
以
為
レ社
」
と
あ

る

(『風
俗
通
義
』
日
、
「社
者
、
土
地
之
主
。」
)
。
共
工
は
何
時
九
土
を

統

一
し
た
か
は
、
不
明
で
あ
る
。

后
土
の
祖
先

に
つ
い
て
、
『山
海
経

・
海
内
経
』
は
こ
う
述

べ
て
い
る
。

炎
帝
之
妻
、
赤
水
之
子
、
聴
話
生
二炎
居
ハ
炎
居
生
二節
立
ハ
節
立
生
二

戯
器
ハ
戯
器
生
二祝
融
一
(郭
璞
注
、
祝
融
高
辛
氏
火
正
号
)。
祝
融

降
処
二於
江
水
ハ
生
二
共
工
O
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『海
内
経
』
の
記
載

に
対
し
て
、
『大
荒
西
経
』
は
い
う
。

顳
項
生
二
老
童
ハ
老
童
生

二祝
融
。

ま
た
、
『海
内
経
』
中

「黄
帝
生
二昌
意
ハ
昌
意
生
二韓
流
ハ
韓
流
生
二帝

顳
項

一」
に
よ
る
と
、
祝
融
は
黄
帝

の
子
孫
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
『山
海
経
』

の
記

載
で
は
、
共
工
は
炎
帝

の
子
孫
で
も
あ
り
、

黄
帝

の
子
孫
で
も
あ
る
。
こ

の
矛
盾

に
つ
い
て
、
袁
珂
氏
は

「黄

・
炎
は

も
と
も
と
同
族
で
あ
る
か
ら
、
炎
帝

の
子
孫
と
し
て
の
祝
融
と
伝
え
て
き

た
が
、
黄
帝

の
子
孫
と
し
て

の
祝
融
と
も
伝
え
て
き
た
。
」
と
解
釈
し
た

(『中
国
神
話
伝
説
辞
典
』

二
九
七
頁
)。
こ
れ
が
妥
当

で
あ
る
と
思
う
。

黄
帝
で
も
炎
帝
で
も
、
ま
た

「九
土
が
統

一
で
き
る
」
共
工
で
も
、
み

な
歴
史
伝
説

に
な

っ
た
上
帝

で
あ
る
が
、
「
黒
龍
」
・
水
神

・
雷
神

は
か
れ

ら
の
性
質
と
考
え
て
よ
い
。

さ
て
、
「后
土
」
と

い
う
農
神

は
い
っ
た
い
ど
ん
な
神
徳
を
も

っ
て
い

る
か
。
次

の
記
載
が
あ
る
。

其
又
於
三
毫
土
ハ
又
雨
。

(『殷
契
逸
存
』
九
二
八
)

己
未
、
ト
、
寧
レ雨
於
レ土
。

(『殷
虚
書
契
後
編
』
上

・
一
九

・
七
)

こ
れ
ら
か
ら
、
「后
土
」
は
農
神

(社
神
)
で
あ
り
、
主
な
神
徳
は
乞

雨
と
止
雨
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
神
徳

に
応
じ
て
、
天
帝

(天
神
)

は
同
じ
神
徳
を
も
持

っ
て
い
る
。

帝
不
レ令
レ雨
。
(『ト
辞
通
纂
』
三
五
六
)

逆
に
、
こ
の
神
徳

は
黄
帝
后

土
の
本
来

の
性
質
が

「黒
龍
」
・
水
神

・

雷
神

で
あ
る
こ
と
を
も
説
明
し

て
い
る
。

従

っ
て
、
「奈
二於
土
ハ
三
小
宰
、
卯

二

牛
ハ
沈
二十
牛

一」
(
『殷
虚
書

ス

契
前
編
』

一
・
二
四

・
三
)
と

い
う
祭
儀
が
生
じ
、
ま
た

「旱
則
修
二土

龍

こ

(『淮
南
子

・
説
林
訓
』
)
と

い
う
祭
儀
も
あ

っ
た
。

祭
儀

の
目
的
は
風
雨
和
順
を
乞
う
も
の
で
あ
る
。
農
業
を
根
本
と
す
る

社
会

に
風
雨
和
順
は
豊
作
を
意
味
す
る
。
豊
作
は
衣
食
充
足
を
意
味
す
る
。

衣
食

の
充
足
は

「国
泰
民
安
」
を
意
味
す
る
。
こ
れ
で
后
土

・
農
神

は
社

稷
国
土
神
に
な

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
に
応
じ
て
黄
帝

・
天
神
も
お
の

ず
と
至
高
無
上

の
天
神
に
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
人
々
は
黄
帝

・
后
土
に
乞
雨
と
止
雨
、
さ
ら
に
す

べ
て
の
天
災
人
禍
を
取
り
去
る
こ
と
を
願

い
、
国
家
社
稷

の
安
泰

・
興
亡

を
も
寄
託
す
る
よ
う
に
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

秋
、
大
水
、
鼓
、
用
二牲
於
社

一於
レ門
。

(『春
秋
』
荘
公
二
十
五
年
)

ス

鄭
子
産
為
レ火
故
、
大
為
レ社
、
祓
コ
禳
於
四
方
ハ
振
ゴ除
火
災
O

(『左

伝
』
昭
公
十
八
年
)

国
有
二大
敵
ハ
天
災
、
弥
コ
祀
社
稷
一祷
レ祠
。
(『周
礼

・
春
官
宗
伯

下
』
)

帝
其
降
レ菫
。
(『卜
辞
通
纂
』
三
七
六
)

帝
降
レ食
受
レ
又
。
(『殷
虚
文
字
乙
編
』
五
二
九
六
)

惟
上
帝
不
レ常
、
作
レ善
降
二之
百
祥
ハ
作
二不
善
一降
二
之
百
殃
O

(『尚

書

・
商
書

・
伊
訓
』)

古
典

に
は
、
こ
う
し
た
記
載
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

前
節

に
提
出
し
た
も
と
も
と

「雷
沢
」

の
水
域

に
居
た

「
黒
龍
」
は
、

何
時
か
ら
天
空
を
飛
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
か
と
い
う
問
題
は
こ
れ
で
答
え
を

得
ら
れ
る
。
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要
す
る
に
、
農
耕
文
化
以
前

の
大
洪
水
時
代

に
黒
龍
信
仰
は
す
で
に
世

間
に
流
行

っ
て
い
た
。
そ
の
と
き

の
雷
神

の
主
な
神
徳
は

「致
二風
雨
一」

で
あ
る
。
農
耕
文
化

に
入

っ
て
後
、
雷
神
信
仰

は
龍
信
仰

に
進
化
し
た
。

つ
ま
り
、
人
々
は

「蒼
身
而

無
レ角
」
、
「龍
身
而
人
頭
」
の
黒
龍
を
飛
行

さ
せ
る
よ
う

に
な

っ
た

(『説

文
』
に
は

「靈
、
龍
也
」
と
あ
る
。
「寵
」

の
上
の
部
分

の
霊
は
古
文

・飆

〔雷
〕

の
変
形
で
あ
ろ
う
)。
そ
の
う
、兄
で
、

司
馬
遷
な
ど
古
代

の
歴
史
学
者
は
そ

の
神
話
伝
説
を
歴
史
化
さ
せ
、
『淮

南
子
』
・
『易
経
』
な
ど
古
代

の
天
文

・
地
理

・
哲
学

の
編
集
者

は
そ
の
神

話
伝
説
を
哲
学
化
さ
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
た
め
、
「黄
帝
后
土
」

の
歴
史
記
載

と

「
太
極
」
・
「
陰
陽
相
薄
、
感
而
為
レ雷
」
.
「
回
二
(雷
Y
生

万
物

一者
也
」
な
ど

の
哲
学
概
念
が
生
ま
れ
た
。

雷
神
が
善
悪
を
司
る
と
い
う
信
仰
は
、
雷
神

・
龍
信
仰
か
ら
出
た
の
で

あ
り
、
そ
の
哲
学
と
倫
理
道
徳

の
時
代
背
景
は
農
耕
文
化
に
属
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
言

い
換
え
れ
ぽ
、
雷
神
が
善
悪
を
司
る
も

の
と
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
の
は
、
農
耕
文
化

の
誕
生
と
と
も
に
出
来
た
神
話
を
哲
学
化
、

倫
理
化
し
た
結
果
で
あ
る
。

三
、
日
本

の
雷
神
信
仰

日
本

の
雷
神
信
仰

に
つ
い
て
は
記

・
紀
に
記
載
が
あ
る
。

伊
邪
那
美
は
、
火
の
神
を
生
み
し
に
因
り
て
、
遂
に
神
避
り
坐
し
き
。

(記
)こ

の
火

の
神
は
雷
神
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
雷
神
と
い
う
本
体
は
火
の

神
が
伊
邪
那
岐

に
殺
さ
れ
た
と
き
に
現
れ
る
。

伊
邪
那
岐
命
、
御
佩
せ
る
十
拳
剣
を
抜
き
て
、
其

の
子
迦
具
土
神

の

頸
を
斬
り
た
ま
ひ
き
。
爾
に
其

の
御
刀
の
前
に
著
け
る
血
、
湯
津
石

村
に
走
り
就
き
て
、
成
れ
る
神

の
名

は
、
石
折
神
。
次
に
根
折
神
。

つ
ぎ

に
石
筒
之
男
神
。
次
に
御
刀
の
本
に
著
け
る
血
も
亦
、
湯
津
石

村

に
走
り
就
き

て
、
成
れ
る
神

の
名
は
、
甕
速
日
神
。
次

に
建
御
雷

之
男
神
。
亦

の
名
は
建
布
都
神
。
亦

の
名
は
豊
布
都
神
。
次
に
御
刀

の
手
上
に
集
ま
れ
る
血
、
手
俣
よ
り
漏
き
出
で
て
、
成
れ
る
神

の
名

は
、
闇
於
加
美
神
。
次

に
闇
御
津
羽
神
。
(記
)

こ
こ
の
石
折
神
、
根
折
神
す
な
わ
ち
雷
神
で
あ
る
。
闇
於
加
美
神
と
甕

速
日
神
は
岩
波
古
典
大
系
本
倉
野
憲
司
氏
の
校
注

に
よ
る
と
、
前
者
が
谿

谷

の
水
を
掌
る
神
で
あ
り
、
後
者
が

「厳
め
し
く
迅
速
な
太
陽
神
」
で
あ

る
。
筆
者
は
後
者
を
稲
妻
神
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

中
国
の
雷
神
と
同
じ
よ
う

に
、

こ
こ
で
も
、
雷
神

・
稲
妻
神

.
水
神
な

ど
は
雷
神

の
分
身

で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
も
そ
も
伊
邪
那
美
と
い
う
偉
大
な
母
神

の
正
体
も
雷
神
で

あ
る
。頭

に
は
大
雷
居
り
、
胸

に
は
火
雷
居
り
、
腹

に
は
黒
雷
居
り
、
陰

(ホ
ト
)
に
は
折
雷
居
り
、
左

の
手
に
は
若
雷
居
り
、
右

の
手

に
は

土
雷
居
り
、
左

の
足
に
は
鳴
雷
居
り
、
右

の
足
に
は
伏
雷
居
り
、
併

せ
て
八
は
し
ら
の
雷
神
成
り
居
り
き
。
(記
)

日
本
神
話

で
の
最
大

の
人
気
者
は
ス
サ
ノ
オ
で
あ
る
が
、
こ
の
ス
サ
ノ

オ
に
も
雷
神

の
神
格
は
は

っ
き
り
現
れ
て
い
る
。

ま
ず
は
ス
サ
ノ
オ
は

「海
原
」

の
神

で
あ
る
。
文
字

の
通
り
、
「海
原
」
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は
海

で
あ
り
、
ま
た
、
紀

の
本
文
と
二
つ
の

一
書
に
は

「
海
原
」
を

「根

国
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
松
前
健
氏

は
柳
田
国
男

氏

の

「根

の
国

の
話
」
の
論

を
受
け
て
次

の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
根

の

国
は
元
来
地
下
で
は
な
く
、
海

の
か
な
た
に
あ
る
と
信
じ
ら
れ
た
他
界
で

あ

っ
た
。
ネ
と
い
う
語
は
、
生
命

の
根
源
と
い
う
意
味
で
、
祖
霊

の
往
く

と
こ
ろ
ぼ
か
り
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
生
命

の
源
泉
地

で
も
あ

っ
た
ら
し
い

(『日
本
神
話

の
新
研
究
』
、
桜
楓
社
、

一
九
六
〇
年
、
参
照
)
。

両
先
学
の
説
は
大
事
な
示
唆

を
与
え
ら
れ
た
。
農
耕
文
化
以
前
、
太
陽

と
水
は
人
々

の
最
も
必
要
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
人
々

の
最
も
恐
怖
す
る
の
が
雷
で
あ

る
。
中
国

・
西
安

の
半
坡

の
原
始
時
代
遺

跡
に
よ
る
と
、
当
時
原
始
民

の
最
も
崇
拝
し
て
い
た
神
は
雷
神

で
あ
る
。

こ
れ
は
当
然

で
あ
る
。
雷
は

い
つ
も
風
雨
雷
電
と
と
も
に
現
れ
た
の
で
あ

り
、
そ
し
て
狂
風
に
よ
り
樹
木
が
断
ち
切
ら
れ
る
し
、
原
始
民

の
粗
末
な

部
屋
を
吹
き
倒
す
。
暴
雨
に
よ
り
洪
水
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
雷
電
は
人
の

命
を
奪
う
。

一
言

で
言
え
ぽ
、

雷
は
し
ば
し
ば
災
害
を
引
き
起
こ
す
か
ら

で
あ
る
。

記

・
紀

の

「
そ
の

(
ス
サ

ノ
オ
)
泣
く
状
は
、
青
山
は
枯
山

の
如
く
泣

き
枯
ら
し
、
河
海
は
悉

に
泣
き
乾
し
き
」
と
い
う
描
写
か
ら
雷
神

の
恐
ろ

し
さ
が
わ
か
る
。

。

従

っ
て
、
す
く
な
く
と
も
農
耕
文
化
以
前

の
先
史
時
代
に
は
人
々
は
雷

神
を
生
命

の
神
と
し
て
、

つ
ま
り
天
変
地
異

(洪
水
や
地
震

・
火
山
爆
発

な
ど
)、
人
類

の
生
死
存
亡
を
司
る
大
神
と
し
て
崇
拝

し
て
い
た
。
そ
れ

は
日
中
両
国

の
神
話
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
中

の
国
々
の
神
話
の
共
通
な

現
象
で
あ
る
。

そ
の
上
で
わ
れ
わ
れ
は
迦
旦
ハ土
神

(火
神
)
・
イ
ザ
ナ
ミ

(母
神
)
・
ス

サ
ノ
オ

(海
原
神
)
三
者

の
関
わ
り
が
理
解

で
き
る
。

要
す
る
に
、
こ
れ
三
神

の
本
来
の
神
格
は
雷
神
で
あ
り
、
そ

の
以
外

の

神
格
は
み
な
後
付
加
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
松
前
健
氏
は
指
摘
し
て
い
る
。

「
イ
ザ

ナ
ギ

・
イ
ザ
ナ
ミ
神
話

は
、
動
物
的
な
色
彩
は
現
在

で
は
あ
ま
り

見
、兄
な
い
が
、
イ
ザ
ナ
ミ
の
死
体
に
八
種
の
雷
神
が
誕
生
し
て
い
た
と

い

う
記
紀

の
伝
承
に
は
、
ふ
る
く
雷
神
が
蛇
体
と
観
じ
ら
れ
た
と
い
う
信
仰

を
背
景
に
し
て
、
龍
蛇
的
な
形
が
根
底

に
な
か

っ
た
と
は
言
え
な

い
」

(『日
本
の
神
々
』、
中
公
新
書
、

一
九
八
八
年
、
三

一
頁
)。

た
し
か
に
そ
う

で
あ

る
。
イ
ザ

ナ
ミ
の
蛇
体

は
雷
神

の
水
神
的
性
格

(雷
神

の
機
能

の

一
つ
)
と
関
わ
る
ぼ
か
り

で
は
な
く
て
、
ま
た
女
神
崇

拝

(衆
知

の
通
り
、
蛇

・
女
陰
は
女
神
崇
拝

の
象
徴
で
あ
る
)
が
あ

っ
た

こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。
雷
神

の
こ
の
進
化
過
程
は
文
化

の
発
達
過
程
と

密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
。
母
神
イ
ザ
ナ
ミ
の
死
亡
と
迦
旦
ハ土
神

(雷
神
)

の
殺
さ
れ
る
の
は
、
女
神
崇
拝

か
ら
男
神
崇
拝

へ
の
移
行
、
採
集
漁
猟
文

化
よ
り
農
耕
文
化

に
進
化
す
る
鮮
明
な
標
記
で
あ
る

(中
国
の
雷
神

「黒

龍
」

の
殺
さ
れ
る
の
に
似
る
)。

こ
れ
は

ス
サ
ノ
オ
が
雷
神
と
と
も
に
も

つ
も
う

一
つ
の
性
格
と
も
関
係
す
る
。

ス
サ
ノ
オ
は
追
放

さ
れ
て
、
出
雲
国

の

「肥
上
河
上
」、
名

は
鳥
髪

と

い
う
地

に
降

り
た
。

こ
こ

で
八
俣

の
遠
呂
智

(「紀
」

に
は

「
八
岐
大

蛇
」
)
を
斬
り
、
ま
た
宮
を
造

る
。
「其
の
足
名
椎

の
神
を
喚
び
て
、
『汝

は
我
が
宮

の
首
任
れ
。
』
と
告
言
り
た
ま
ひ
、
且
名
を
負

せ
て
、
稲
田
宮
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主
須
賀
之
八
耳
神
と
号
け
た
ま
ひ
き
」
と
続
く
。

記
の
こ
の
記
載
は
ス
サ
ノ
オ
の
雷
神
的
内
性
と
ス
サ
ノ
オ
の
農
耕
神
的

内
性
と

の
重
層
化
を
意
味
し

て
い
る
。
農
耕
文
化
以
前
、
雷
神

の
凶
暴
怪

異
は

『龍
田
風
神
祭
』

の
祝
詞
に

「天
の
下

の
公
民
の
作
り
作

る
物
を
、

悪
し
き
風
荒
き
水

に
あ
は
せ

つ
つ
、
成
し
た
ま
は
ず
傷

へ
る
は
」
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
く
示

さ
れ
て
い
よ
う
。
中
国

の
雷
神

の
よ
う
に
、

こ
の
風
神
は
雷
神
か
ら
派
生

さ
れ
た
の
で
あ
る
と
も
認
め
る
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
凶
暴
な
性
格
と
農
耕
文
化
に
お
け
る
民
衆

に
親

し
ま
れ
る
よ
う

に
な

っ
て
き
た
農
耕
神
と
の
重
層
化
で
あ
る
。
記
載
は
非
常
に
素
朴
自
然

な
の
で
あ
る
が
、
稲

・
粟
な
ど
農
作
物

の
誕
生
は
ス
サ
ノ
オ
が
食
物
神
を

殺
し
て
生

っ
た
の
で
あ

る
。

こ
こ
は
ス
サ
ノ
オ
の
本
来
の
凶
暴
相
を
現
し

た
と
同
時

に
、

ス
サ
ノ
オ
の
農
耕
神
的
性
格
を
現
し
た
。

ス
サ
ノ
オ
の
善

悪
背
反
の
神
格

に
と

っ
て
、
鈴
木
貞
美
氏
に
も
う

一
つ
の
角
度
か
ら
詳
論

が
あ
る
。
「
八
俣
遠
呂
智

は

い
か
に
も
洪
水

の
形
象
化
で
あ
り
、
そ
れ
を

退
治
し
た
ス
サ
ノ
オ
が
、
稲

田
の
擬
人
化

で
あ
る
櫛
名
田
比
売
と
結
婚
す

る
こ
と
を
併
せ
て
、
稲
作

の
た
め
の
治
水

の
神
と
す
る
こ
と
は
で
き
る
。

し
か
し
、

ス
サ
ノ
オ
は
、
も
と
も
と
田
の
畦
を
壊
し
た
り
す
る
狼
藉
を
働

く
神
で
あ
り
、
洪
水
な
ど
の
自
然
災
害
そ
の
も

の
の
神
格
化
と
考
、兄
ら
れ

る
。

ス
サ
ノ
オ
に
よ

っ
て
殺

さ
れ
た
大
気
都
比
売

の
死
体
か
ら
五
穀
が
生

じ
る
神
話

は
、
洪
水

に
よ
っ
て
新
た
に
も
た
ら
さ
れ
る
芽
吹
き
を
意
味
す

る
と
の
解
釈
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

ス
サ
ノ
オ
や
そ

の
子
孫

に
よ
っ
て

『木

種
』
が
運
ば
れ
る
の
も
、
始

源
は
洪
水

の
後

の
芽
吹
き

に
あ
ろ
う
。
こ
の

神
が
、
台
と
檜
杉
を
生
や
し
た
八
俣
遠
呂
智
-

即
ち
山
岳
が
、
荒
れ
狂

う

の
を
治

め
る
役
割
を
果
た
す

の
は
、
災
害
を
も
た
ら
す
神
が
治
め
る
神

に
逆
転
し
、

一
致
す
る
神
話
伝
承
に
普
遍
的
な
現
象

で
あ
ろ
う
」
(埴
原

和
郎
編

『日
本
人
と
日
本
文
化
の
形
成
』、
朝
倉
書
店
、

一
九
九
三
年
、

一
七

四
頁
)。

古
代
日
本
各
地
に
流
行

っ
て
い
る
祈
神
求
雨
の
祭
儀
は

ス
サ
ノ
オ
の
こ

の
農
耕
神
的
性
格
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ

る
。
国
家
農
耕
儀
礼
と
し
て
の

大
嘗
祭
と
新
嘗
祭
と
言
え
ぽ
、
松
前
健
氏

の
論
述
し
た
よ
う

に
、
「私

は

大
嘗

・
新
嘗

の
祭
式
に
、
水
の
行
事
が

こ
れ
ほ
ど
多
く
、
ま
た
お
ま
け
に

龍
蛇
信
仰
が
、
こ
れ
に
ま
と
い
つ
い
て
い
る
の
は
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、

農
耕
儀
礼
と
し
て
の
、
も

っ
と
素
朴
な
理
由
、
即
ち
端
的

に
言
う
と
、

一

種

の
雨
呪
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思

っ
て
い
る
。
庭
燎
や
炬
火
、
ま
た
大
嘗

祭
斎
場
の
焼
却

の
行
事
な
ど
が
、
も
し
新
し
い
太
陽

の
出
現
を
象
徴
す
る

呪
術
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
天
子
の
小
忌
湯
や
御
手
水
は
、
雨
水
を
潤
沢
な

ら
し
め
よ
う
と
す
る
呪
術

で
は
な
か
ろ
う
か
。
雨
乞

の
呪
術
に
は
、
普
通

龍
王

・
龍
神
を
祭
り
、
雨
中
に
呪
物
や
神
仏

の
像
を
浸
ら
せ
、
或

は
そ
れ

ら
を
洗

い
、
ま
た
は
水
を
ふ
り
ま
く
な
ど
、
色
々
な
形
式
で
、
古
来
民
間

に
行
わ
れ
て
い
る
。
単

に
手
や
体
を
清
め
る
だ
け
な
ら
、
そ
ん
な
に
何
度

も
繰
り
返
し
て
行
う
必
要
は
な
い
は
ず
で
あ
る
し
、
ま
た
雷
神

.
蛇
神
を

尊
重
し
た
り
、
天

つ
水
を
そ
れ
ほ
ど
讃
・兄
る
必
要
も
な
い
わ
け
で
あ
る
」

(三
品
彰
英
編

『日
本
書
紀
研
究
』
第
四
冊
、
塙
書
房
、

一
九
七
〇
年
、
八

五

・
八
六
頁
)。

賀
茂
祭
と
新
嘗
に
つ
い
て
泉
谷
康
夫
氏
の
論
述
す
る
の
も
大
変
示
唆
的

で
あ
る
。
「賀
茂
建
角
身

(
カ
モ
ノ
タ
ケ
ツ
ヌ
、・・)
命
は
、
そ
の
名

の
カ
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モ
は

『神
』、

タ
ケ
は

『建
』
、

ッ
ヌ
ミ
は
ツ
ミ
即
ち

『祗
』
を
意
味
し
、

特
殊
な
内
容
を
も
た
ぬ
極

め
て
普
通
的
な
神
で
あ
る
と
肥
後

(和
男
)
氏

は
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
山
頂
に
降
臨
す
る
祖
霊
で
あ
り
、
雷
神

の
父
神

で
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
、
農
耕
神
と
し
て
祀
ら
れ
た
も

の
と
考
え
て

よ
い
よ
う
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
現
在

で
も
田
の
神

は
山

の
神

で
あ
り
、

同
時
に
祖
先
神

で
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
御
阿
礼

に
は

じ
ま
る
賀
茂
祭

は
、
水
稲

の
播
種
も
し
く
は
田
植

に
際
し
て
行
わ
れ
る
田

の
神
に
対
す
る
農
耕
儀
礼

に
源
を
発
す
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
て

い
る

(三
品
彰
英
編

『日
本
書
紀
研
究
』
第

一
冊
、
三
四

・
四
〇
頁
)。

一
言

で
言
え
ば
、
雷
神

は
賀
茂
祭

と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
。

ま
た

『西
宮
記
』
巻
七
裏

書
に
は
、
「
延
喜
四
年
十
二
月
十
九
日
、
此

日
佐
衛
門
督
藤
原
朝
臣
を
使

と
し
て
、
雷
公
を
北
野
に
祭
ら
し
む
」
と
あ

り
、
さ
ら
に
元
慶
年
中

(八
七
七
～
八
八
五
年
)
に
、
「年
穀

の
た
め
に
、

雷
公
を
祈
り
、
感
応
あ
り
、

因
り
て
毎
年
秋
、
之
を
祭
る
」
と
あ
る
。

以
上
の
論
述
か
ら
雷
神

の
水

神
と
農
耕
神

の
性
格
が
よ
く
わ
か
る
。
ま

た
雷
神
は
疫
神

の
神
徳
を
も
持

っ
て
い
る
。

上
田
正
昭
氏
に
よ
る
と
、
「疫
神

の
信
仰
は
平
安
時
代
以
前

に
も
あ

っ

て
、
た
と
え
ば
、
宝
亀
六

(
七
七
五
)
年

の
六
月
、
旱
害

の
お
り
に

『使

を
遣
は
し
て
疫
神
を
畿
内
諸

国
に
祭
ら
し
め
』
た
の
が
そ
れ
で
あ
る

(続

日
本
紀
)
。
こ
の
場
合

に
注
目

さ
れ
る
の
は
、
同
年
六
月

『黒
毛
馬
を
丹

生
川
上
神
に
奉
る
、
旱
す
れ
ば

な
り
、
そ
れ
畿
内
諸
国

の
界
に
、
神
社

の

能
く
雲
雨
を
興
す
者
あ
れ
ぽ
、
亦
使
を
遣
は
し
て
幣
を
奉
る
』
と
記
載
す

る
点

で
あ
る
。
疫
神

は
た
ん
な
る
疫
災

の
神

で
は
な
く
、
祈
雨
の
神

で
も

あ

っ
た
。
疫
災
を
も
た
ら
す
神
は
、
ぎ
ゃ
く
に
そ
の
霊
威

の
故
に
、
雷
雨

神

の
性
格
を
お
び
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
(中
略
)
天
満
天
神

の
信
仰

の
な
り
た
ち
に
は
、
雷
雨
神
と
し
て
の
天
神
、
疫
神
、
そ
し
て
御
霊
神
、

人
神
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
の
背
景
が
あ

っ
た
」

(上
田
正
昭
編

『天
満
天
神
-

御
霊
か
ら
学
問
神

へ
ー
』
、
筑
摩
圭
旦
房
、

一
九
八
八
年
、

一
五

・
二
一
頁
)。

こ
こ
は
天
満
天
神

に
つ
い
て
の
論
述
で
あ
る
が
、
天
満
天
神

の
前
身
と

し
て
の
雷
神
の
神
徳
が
は
っ
き
り
見
え
る
。

つ
ま
り
農
耕
文
化

に
入

っ
た

後
、
雷
神

は
単
に
降
雨
止
雨
の
神
徳
を
持

っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
中

国

の
雷
神
と
同
じ
く
招
福
除
災

・
勧
善
懲
悪
を
司
る
神
徳
を
も
持

っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

む
す
び

は
じ
め
に

『日
本
永
代
蔵
』
と
明
代

「話
本
」
中

の
雷

(雷
神
)
を
媒

介
と
し
て
の
因
果
物
語
を
引
用
し
て
、
そ
の
雷
神

の
源
流
を
た
ず
ね
た
。

結
論
は
、
中
国

の
雷
神
信
仰
は
農
耕
文
化
以
前

に
遡
る
こ
と
が

で
き
る
。

そ
の
時
代

の
雷
神

の
主
な
神
徳
は

「致
二風
雨

こ

で
あ
る
。
農
耕
時
代
に

入

っ
て
後
、
雷
神
信
仰
は
龍
信
仰
を
生
み
だ
し
た
。

こ
の
段
階

の
雷
神
信

仰
の
進
化
と
ほ
ぼ
お
な
じ
で
、
「龍
」
に
加
え
て
善
悪
を
司
る
神
格
を
も

つ
に
至
る
。
雷
神
に
関
す
る

『易
経
』
な
ど
の
哲
学
と
倫
理
道
徳

の
時
代

背
景
は
農
耕
文
化
に
属
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

中
国

の
最
古

の
神
話
記
載
で
あ
る
商
代

(前

一
七
ー
前

一
一
世
紀
)
の

甲
骨
ト
辞
と
金
石
銘
文

に
対
し
て
、
日
本
神
話

の
最
古

の
文
献
は
、
衆
知

の
よ
う
に
、
約
七
世
紀

に
編
集
さ
れ
た

「記

・
紀
」
な
ど
で
あ
り
、
中
国
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日 ・中両民族 の雷神 思想の源流(そ の一)

神
話

の
最
古
記
載
と
は
二
千
年
以
上

の
年
代
差
が
あ
る
。
ま
た
衆
知
の
よ

う
に
、
紀
元
前
三
世
紀
ご
ろ
中
国
大
陸

か
ら
日
本

に
稲
作
農
耕
が
伝
わ

っ

て
弥
生
文
化
が
興

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
文
献
中

の
日
本
神
話
は
農
耕
文

化
以
来

の
産
物

で
あ
る
。
が

、
中
国

の
雷
神
が
持

っ
て
い
る
農
耕
文
化
以

前

の
水
神
性
格
や
農
耕
文
化

以
来

の
善
悪
を
司
る
性
格
な
ど
は
、
日
本
の

雷
神
も
持

っ
て
い
る
。

中
国

の
雷
神
も
日
本

の
雷
神
も
水
神
、
農
耕
神
、
疫
神
で
あ
る
と
同
時

に
、
生
命

の
神
、
豊
饒

の
神

、
善
悪
を
司
る
神
徳
を
持

っ
て
い
る
。

こ
の
共
通

の
性
格
に
関
し

て
、
日

・
中
両
民
族

の
雷
神
思
想

の
授
受
影

響

の
関
係
及
び
雷
神
思
想

の
展
開
は
、
次

の
課
題
に
し
た
い
。

図1辰 馬。俗称 「犁頭星 」

図2房 、 心 、 尾 の星 座(『 考 古 』1975.3よ り)!世 紀図3軒 轅 の星座 と龍(石 刻 南陽

『南陽両漢画像石』より)
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